
１．基本事項

川崎市生活文化会館（てくのかわさき） 評価対象年度

・事業者名  公益財団法人神奈川県労働福祉協会
・代表者名　理事長　　杉山　善男
・住　　　所　横浜市中区寿町１丁目４番地

評価者

平成２３年４月１日～平成２８年３月３１日 所管課

２．事業実績

３．評価

分類 項目 配点 評価段階 評価点
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施設名称

事業者名

指定期間

サービス向上の取組

利用実績

利
用
者
満
足
度

収支実績

平成２５年度

労働雇用部
雇用担当課長

経済労働局労働雇用部

着眼点

 ○各室利用率はホール73.7％、研修室71.8％、会議室39.6％、実習室41.2％、和室58.8％、談話室69.8％、
展示場41.1％、全室平均56.5％であり、利用人員は合計で188,001人。目標利用率比（全室平均）97.9%、目
標利用人員比100.5％。
○自主講座は計画時21講座が、29講座実施し、1,927名参加。
○２月開催「てくのまつり」は来場者3,2５0名。

収入実績72,562千円（内訳：市指定管理料43,196千円、利用料金収入25,341千円、自主事業収入1,452千
円、その他収入2,573千円)…収入計画比100.2％
支出実績72,562千円（内訳：人件費33,836千円、事業費1,689千円、管理費30,327千円、事務経費561千円、
その他5,655千円、他会計繰入494千円）

利用者アンケートを年2回実施、自主講座全参加者にアンケート実施。
施設利用者、関連団体で構成される「てくのかわさき利用者懇談会」を年2回開催し、意見・要望を把握。
「利用者の声」箱を施設内２ヵ所に設置し、意見が投函された場合は即日回答。インターネットでも意見・要望
を受け付け、即日回答。

利用者満足度調査を適切に実施しているか

利用者満足度は向上しているか

事業実施による成果の測定が適切に行われているか

当初の事業目的を達成することができたか

（評価の理由）
利用者アンケートを年2回、自主講座アンケートを全受講者に実施し、設備・利用料・応接等の満足度を調査したところ、好
意的な意見が多数を占めており、利用者アンケートでの満足度は８２％、自主事業は内容を良とする評価が９３％となってい
る。アンケートでの要望事項については回答を館内及びホームページにて公開すると共に対応可能な案件は速やかに応対
している。また、自主事業の開催に際して要望の多いものを取り入れる等、満足度向上の取組をしている。
技能の振興に資すると共に市民や地域の交流を促進するなど、高い成果を上げている。

10

指定管理者制度活用事業　評価シート

事業成果

調査結果の分析を行い、満足度向上のための具体的な取組に反
映しているか

10
利用者満足
度
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6

収入の確保

適切な金銭管
理・会計手続

4.2

収入と預かり金等を区別し、適切に管理を行っているか

事業収支に関して適正な会計処理が為されているか

収
支
計
画
・
実
績

利用者の意
見・要望への
対応

業務改善によ
るサービス向
上

4

8

利用者からの苦情や意見に対して、迅速かつ適切に対応している
か

10

利用者ニーズの把握に努め、それを事業や管理に反映させる取
組が為されているか

サ
ー

ビ
ス
向
上
及
び
業
務
改
善 （評価の理由）

技能振興の観点から積極的に自主事業を実施し、自主講座の開催数は計画を大幅に超過している。また、技能振興イベン
トへの協力を行うと共に会館広報誌の発行・ホームページ・ブログの積極的な情報発信・利用者団体の紹介・チラシ配布場
所開拓により広報活動の強化を図っている。利用者アンケート（館内及びインターネット）、自主事業参加者アンケート、利用
者懇談会、利用者の声等、多様な方法で利用者の意見・要望の把握に努め、利用者へは回答を施設内に掲出すると共に
改善可能な案件は早急に対応するなど、計画を上回る成果を上げている。Ｉ自主事業に関しては、要望のあるもの・継続的
な自主事業を実施することで延べ参加人数が前年度より311人増加した。また、職員の対応等についての満足度は9０％と
いう高い評価を得ている。

8

計画に基づく適正な支出が行われているか

意見・要望の収集方法は適切だったか（十分な意見・要望を集め
ることができたか）

効率的な執行等、経費縮減の具体的な取組は為されたか

支出に見合う効果は得られているか
効率的・効果
的な支出

7 3

業務改善の取組によって具体的な効果があらわれたか

計画通りの収入が得られているか

収入増加のための具体的な取組が為されているか

業務改善が必要な場合に、現状分析、課題把握、改善策の検討と
実施が行われているか

（評価の理由）
自主事業の拡大、チラシ配布先の新規開拓などによる積極的な広報を行っている。ふれあいネットのカード登録厳格化によ
り近隣施設予約過剰の是正等の影響で前年度より施設稼働率は減少しているものの、会議室のインターネット利用設備の
ＰＲなどにより会議室利用者は増加しており、現状を改善する取組を着実に進めている。支出では、入居団体にて組織する
業務効率化委員会を設置して光熱水費削減や効率的な維持管理の全館一体となった取組やLED照明導入による電気料削
減等を進めている他、裏紙の使用・物品購入の見直し等により消耗品費を前年度比48％減少させた。

7

10

10

4.8

適切なサービ
スの提供

提供すべきサービスが仕様書や実施計画等に基づいて適切に提
供されたか

4

サービスの利用促進への具体的な取組が為されているか

利用者への情報提供を適時かつ十分に行っているか

実施計画と実際のサービス提供に「ずれ」が生じている場合、原因
究明に必要な取組が為されているか

4 8

4

4.2

3
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適正な人員配
置

連絡・連携体
制

再委託管理

担当者のスキ
ルアップ

3 3 1.8

コンプライアン
ス
職員の労働
条件・労働環
境
環境負荷の
軽減 3 3 1.8

施設・設備の
保守管理

管理記録の
整備・保管

清掃業務

警備業務

外構・植栽管
理

備品管理

（評価の理由）
設備管理運営業務は、修繕計画による修繕を計画的に行ったほか、施設・設備チェックシートを作成し、朝一の点検や午後
の点検において、施設・設備の点検に併せて不審者や不審物のチェックも行っている。トイレ、通路、給湯室は点検回数を
増やすなど、利用者の安心・信頼・好感の向上に努めた。また、植栽等についても常に点検、観察を行い、剪定や殺虫等は
職員自らが行うことで、迅速かつ適正な対応と経費節減に努めた。

定期または随時の会議等によって所管課との連絡・連携が十分に
図られているか

3 4

5

適
正
な
業
務
実
施

組
織
管
理
体
制

3
緊急時に警察や消防など関係機関と速やかに連携が図れるよう、
連絡体制を構築し、定期的に情報交換等を行っているか

事件・事故、犯罪、災害から利用者を守ることができる適切な安全
管理体制となっているか（人員配置、マニュアル、訓練等）

必要な人員（人数・有資格者等）が必要な場所に適切に配置され
ているか

3

安全な利用に支障をきたすことのないよう、施設・設備の保守点検
や整備等を適切に実施しているか

業務日誌・点検記録・修繕履歴等が適切に整備・保管されている
か。

施設内及び外構の清掃が適切に行われ、清潔な美観と快適に利
用できる環境を維持しているか

環境に配慮した調達や業務実施が行われているか

4
安全・安心へ
の取組

2.4

外構の植栽を適切に管理（草刈、剪定、害虫駆除等）しているか

個人情報保護、その他の法令遵守のルール（規則・マニュアル等）
と管理・監督体制が整備され、適切な運用が為されているか

業務知識や安全管理、法令遵守に関する研修が定期的に行わ
れ、スタッフのスキルとして浸透しているか

再委託先との連携調整が適宜・適切に行われ、業務の履行につ
いても適切な監視・確認が為されているか

スタッフが業務を適正に実施するための、適切な労働条件や労働
環境が整備されているか

設備・備品の整備や整頓、利用者が使用する消耗品等の補充が
適切に行われているか

施設内及び敷地内の警備が適切に行われ、事件・事故・犯罪等の
未然防止に役立っているか

（評価の理由）
毎月、所管課と連絡調整会議を開催し、職員間で全員ミーティングを実施して情報共有を図るなど連携して業務を履行して
いる。職員の研修を積極的に実施し、職員のスキルアップに努め、利用者満足度の向上に寄与している。危機管理マニュア
ルを整備し、防犯対策想定演習の実施、消防計画に基づく消防訓練等の実施、帰宅困難者一時滞在施設の指定に伴い自
主的に備蓄の増加等を行った。個人情報保護その他法令順守し、職員の労働環境も整備されている。環境への配慮として
は、グリーン購入の実施、ＬＥＤ照明の導入、イベント時にもエコキャップ回収を促進する企画、入居団体との周辺清掃活動
など積極的に取り組んでいる。

2.4

3

8 4

4

6.4

5.67
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４．総合評価

76.6 評価ランク

５．事業執行（管理運営）に対する全体的な評価

６．来年度の事業執行（管理運営）に対する指導事項等

　指定管理者である公益財団法人神奈川県労働福祉協会は、指定管理３期目の目標として、①技能振興に貢献する拠点の促進
②市民が交流する拠点の促進③達成すべき目標の明確化④安全・安心で快適な施設の実現⑤利用者本位の運営、等を掲げ、過
去６年間の事業実績を踏まえながら、市内技能職者の拠点として、技能振興に資する事業の推進及び技能職者と市民との交流促
進を進めるための事業の企画・開催や施設の管理業務等を遂行している｡
　実施事業としては、かわさきマイスター最大のイベント「かわさきマイスターまつり」や市内技能職最大の祭典「技能フェスティバ
ル」に対する全面協力、「てくのまつり」の開催、かわさきマイスター及び川崎市技能職団体連絡協議会等との連携による技能教室
をはじめ当初計画以上である２９の講習会実施、技能に関するＰＲ技能等、技能振興に資する企画を積極的に推進し、技術・技能
に対する関心の向上に努めた。
　広報活動は市内技能職の拠点である「てくのかわさき」の更なる周知を目指し、広報誌の発行、ホームページやブログを活用した
積極的な情報発信、近隣教育機関や団体・企業等へのチラシ配布等を行い、官公庁・関係企業等と連携しＰＲを行った。
　防災対策として危機管理マニュアルの整備、帰宅困難者一時滞在施設としての自主的な物資備蓄、入居施設との連携強化、区
防災訓練の参加等を行うとともに、節電対策として、照明のＬＥＤ化や照明の間引き、入居施設への不要電源使用禁止の依頼等を
行った。
　利用者懇談会の開催、アンケートの実施、各種事業の参加者増により新たなニーズの掘り起こしを行い、技能団体や各種企業等
との連携を図った。昭和４４年建築された建物であり、大規模リニューアルは困難であるために、省エネ対策や利用率やニーズの
高い備品の交換を実施するとともに職員の接遇を強化して、高い利用者満足度を維持している。
　利用率はふれあいネットのカード登録厳格化により近隣施設の予約過剰が是正された影響、および高齢化に伴い、サークル活動
の減少・サークルの消滅が見られ、前年度より施設稼働率は減少しているが、会議室のインターネット利用設備のＰＲや調理実習
室における自主事業を適切に行ったこと等により、会議室・調理実習室等の利用率は増加しており、現状を改善する取組を着実に
進めている。また、施設利用人員目標を達成しており、市民が交流する拠点として多くの方が施設を利用している。
　昭和４４年に建築された区役所庁舎を改修して開設された会館であるがゆえに、施設設備の老朽化が進んでいるが、利用者が快
適に施設利用するための大きな要素である意見・要望の集約・分析・対応、職員の応接等については、指定管理者の会館運営の
実績経験が運営面に適切に活かされている。指定管理者の利用者の立場に立った取組により、利用者満足度は８２％と高い数値
を維持している。
　これにより平成２５年度川崎市生活文化会館の管理運営については一定の評価を与えることが適当と考える。

評価点合計 B

　市内技術・技能職者の拠点として、市民の生活や産業の発展を支える技術・技能に対する市民の理解を一層深めていくとともに、
技能職者相互の交流及び技能水準の向上を図り、技能振興・促進に努めるとともに、生活文化会館が機能するための方策を十分
吟味し、効率的かつ効果的な会館の運営・管理にあたること。また、青少年を対象とした技能伝承・後継者育成の取組みを始め、
多様なサービスの展開、入居団体や利用者等との協働運営の推進、交通利便性を活かした夜間講座の実施、インターネットを活
用した広報・啓発の充実を図ること。とりわけ、技能職団体との連携については、より一層の工夫と充実について検討・実施を図り、
技術・技能のＰＲに努めること。さらには、防災対策や環境への配慮の取り組みを進め、持続的な社会の構築に貢献すること。
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